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加齢による咀嚼・嚥下障害の特徴で正しいのはどれか。
1．咳嗽反射が低下する。
2．口腔内の残渣物が減る。
3．唾液の粘稠度が低下する。
4．食道入口部の開大が円滑になる。

Alzheimer〈アルツハイマー〉病で正しいのはどれか。
1．基礎疾患として高血圧症が多い。
2．初期には記銘力障害はみられない。
3．アミロイドβタンパクが蓄積する。
4．MRI 所見では前頭葉の萎縮が特徴的である。

老年看護学❷
高齢者看護の実践

➡P.26掲載

疾病の成り立ち❷
臨床薬理学
➡P.102掲載

ズバリ掲載 !!

ズバリ掲載 !!
午前 33問

午前 56問

Barré〈バレー〉徴候の査定の開始時と判定時の写真（別
冊No.4 ①～④）を別に示す。
左上肢のBarré〈バレー〉徴候陽性を示すのはどれか。

【開始時】 【判定時】
（20秒後）

午前 39問

基礎看護学❷
ヘルスアセスメント

➡P.159掲載

①

③

②

④

ナーシング・グラフィカが国家試験に強い理由とは…

その一部をご覧ください!!

問題と解答が図表と記述で
ひと目でわかります!

ズバリ掲載 !!



老年期のうつ病に特徴的な症状はどれか。
1．幻覚
2．感情鈍麻
3．心気症状
4．着衣失行

老年看護学❶
高齢者の健康と障害

➡P.249掲載

Ａさん（27歳、男性）は、地震によって倒壊した建物に下腿を挟まれていたが、2日
後に救出された。既往歴に特記すべきことはない。注意すべき状態はどれか。
1．尿崩症 2．高カリウム血症
3．低ミオグロビン血症 4．代謝性アルカローシス

看護の統合と実践❸
災害看護
➡P.28掲載

ズバリ掲載 !!

ズバリ掲載 !!

午後 48問

午後 62問

起立性低血圧について正しいのはどれか。
1．脱水との関連はない。
2．高齢者には起こりにくい。
3．塩分の過剰摂取によって起こる。
4．脳血流の一時的な増加によって生じる。
5．自律神経障害を起こす疾患で生じやすい。

Lewy〈レビー〉小体型認知症の初期にみられる症状はど
れか。
1．幻視
2．失語
3．脱抑制
4．人格変化

老年看護学❷
高齢者看護の実践

➡P.98掲載

老年看護学❷
高齢者看護の実践

➡P.203掲載

ズバリ掲載 !!

ズバリ掲載 !!

午前 58問

午前 74問



産褥日。Ａさんは母乳育児を希望している。Ａさんの乳房の形は左右ともⅡa 型で、乳房は
緊満している。両乳頭に損傷はない。左腋窩に副乳があり｢腫れて痛い｣と話す。本日の児
の体重は3,100gであった。
Ａさんに対する看護師の援助で適切なのはどれか。
1．左腋窩に冷罨法を行う。 2．乳房マッサージを行う。
3．時間ごとの授乳を勧める。 4．左乳房での授乳を中止する。

母性看護学❷
母性看護技術
➡P.25掲載

ズバリ掲載 !!

細胞診の結果、クラスⅤで膵頭部癌と診断された。上部消化管内視鏡検査で十二指腸
に出血を伴う膵癌の浸潤を認め、胃切除を伴う膵頭十二指腸切除術が行われた。術後、
中心静脈栄養法（IVH）を行ったがインスリンの投与は必要ないと判断された。経過は良
好であり、食事が開始された。
このときのＡさんに対する説明で適切なのはどれか。
1．便秘が起こりやすい。 2．脂質の制限は不要である。
3．カロリー制限が必要となる。 4．ダンピング症状が起こりやすい。

基礎看護学❸
基礎看護技術
➡P.285掲載

午後 105問

ズバリ掲載 !!

午後 93問

Ａさん（50歳、女性）は、急に体が熱くなったり汗をか
いたりし、夜は眠れなくなり疲れやすさを感じるように
なった。月経はこの1年間で2回あった。
Ａさんのホルモンで上昇しているのはどれか。2つ選べ。
1．エストロゲン
2．プロラクチン
3．プロゲステロン
4．黄体形成ホルモン（LH）
5．卵胞刺激ホルモン（FSH）

健康の回復と看護❻
内部環境調節機能障害／
性・生殖機能障害
➡P.187掲載

Ａさん（60歳、男性）は、自宅近くを散歩中に突然の胸痛が出現し、救急車を要請した。救
急隊到着時のバイタルサインは、呼吸数28/分、脈拍100/分、血圧80/40mmHgであった。
冷汗が著明で、前胸部から左肩にかけての激痛を訴えていた。問診で狭心症の既往歴があ
ることが分かった。入院時の検査で急性心筋梗塞と診断された。
このときの検査所見として適切なのはどれか。
1．心電図のST上昇 2．左肺呼吸音の減弱
3．クレアチンキナーゼ（CK）の下降 4．胸部エックス線写真での心陰影の縮小

健康の回復と看護❶
呼吸機能障害／
循環機能障害
➡P.162掲載

ズバリ掲載 !!

ズバリ掲載 !!

午後 86問

午後 117問


